
アンボンドキャッピングアンボンドキャッピングアンボンドキャッピングアンボンドキャッピングのののの供試体両端供試体両端供試体両端供試体両端へのへのへのへの適用適用適用適用にににに関関関関するするするする実験実験実験実験    

 
全国生コンクリート工業組合連合会     正会員 ○辻本 一志 
岐阜県生コンクリート工業組合飛騨試験場       宮下 利彦 
全国生コンクリート工業組合連合会     正会員  伊藤 康司 
全国生コンクリート工業組合連合会     正会員  鈴木 一雄 

 
 
１．はじめに 
 JIS A 1108「コンクリートの圧縮強度試験方法」には，附属書としてアンボンドキャッピングが規定されている。
このアンボンドキャッピングは，コテ仕上げしただけの打設面にゴムパッドを挿入した鋼製キャップを被せるこ
とによって，研磨を行った場合と同等の圧縮強度試験結
果が得られるキャッピングの省力化方法 1)であるが，も
う一方の端面については，型枠底板の平面度を管理し，
精度を確保しなければならない。しかし，型枠の管理を
行って所定の平面度を有する供試体が作製されたとして
も，脱型，養生及び運搬作業等において平面度が変化し，
規定値を超える場合もある 2 )。これに対し ASTM C-1231
では，アンボンドキャッピングと同様の方法が供試体の
上下端面に適用できることとなっており，JIS A 1108にお
いても両端面に適用できれば，試験精度の向上及び型枠
底面の平面度の管理作業が簡略化できる。そこで，アンボ
ンドキャッピングの供試体両端面への適用性を検討した。
すなわち，供試体端面の平面度及び直角度，アンボンドキ
ャッピングの適用限界について実験的に検討した。実験に
おける検討項目とそれぞれの水準を表－1に示す。 
２．供試体端面の平面度及び接触面積率の相違が圧縮強度
に及ぼす影響 
２．１ 試験方法 

平面度の影響に関する実験に用いた供試体は，直径約 0.6，
1.2 及び 2.5mm の球形に近い川砂の粒子を型枠底面に均等
に接着剤で固定して，その表面に油を塗布した底板を用い
て組み立てた型枠で作製した。なお，供試体の平面度は，
端面の中心を通り直交する 2 本の直線を描き，これと中心
から半径 2.5cm 及び 4.5cm の円との交点を側点とし，JIS A 
5308附属書 11に示される平面度測定装置によって測定した。
また，接触面積に関する実験においては，供試体作製時に厚
さ 2mm，直径 99mm，内径を 44，62及び 88mmとしたドーナ
ツ形のプラスチック板，ならびに直径を 44，62及び 88mmと
したプラスチック板を打設面の中心にそれぞれ載せ，硬化後
の供試体の端面と圧縮試験機の加圧板との接触面積の割合が
約 20，40，80 及び 100%となるように，それぞれの上面を凸
形または凹型に仕上げた。 
２．２  実験結果 
平面度の相違が圧縮強度に及ぼす影響を図－1に示す。供試

体の平面度は全て測定し，目標値に対して±0.3mmの範囲にあ 
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表－1 実験の要因と水準 
実験内容 要因と水準 

供試体の平面度 呼び強度：20,30,40,50N/mm2 
平 面 度：0.02，1.00，2.00，3.00mm

加圧版と供試体
との接触面積 

呼び強度：30N/mm2 
接触面積：20,40,80,100% 

供試体の直角度 呼び強度：20,30,40,50N/mm2 
直 角 度：0～3° 

研磨と両端面ｱﾝﾎﾞﾝﾄﾞ
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞの比較 

強度範囲：10～80 N/mm2 

図-1　供試体端面の平面度の相違が圧縮
　　　　強度に及ぼす影響
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JIS A 1132の範囲（0.05mm以下）

図-2　接触面積率の相違が圧縮強度に
　　　　及ぼす影響
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接触面積率：圧縮試験機の加圧板に接する面積と

　　　　　　　　 供試体直径から求めた断面積の割合
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ることを確認した。図－1 において，研磨した供試体の
圧縮強度と両端面にアンボンドキャッピングを行った供
試体の圧縮強度の差は，+0.1～+1.8 N/mm2となっており，
打設面の平面度が 3 mm 以下であれば，供試体端面の平
面度の相違が圧縮強度に及ぼす影響はないことが示され
ている。つぎに，加圧板と供試体との接触面積率を変化
させ，両端面にアンボンドキャッピングを適用した場合
の圧縮試験結果を図－2に示す。図－2において，打設面
が凸型の供試体の圧縮強度は，接触面積率が 85%程度ま
では接触面積率 100%と同程度となっている。これは，載
荷時にゴムパッドが変形し，加圧面へ比較的均一に圧縮
力が伝達されるためと思われる。また，打設面が凹形の
場合も凸型と同様に，接触面積率が 88％程度までは強度
の低下はないと推測される。 
３．供試体の直角度の相違が圧縮強度に及ぼす影響 
３．１ 試験方法 
実験に用いた供試体は，直角度が 0～3°の間で 3又は 5水準となる

ように作製した。圧縮強度試験は，両端面にアンボンドキャッピン
グを適用して行った。 
３．２ 試験結果 
 供試体の直角度の相違が圧縮強度に及ぼす影響を図－3に示す。図
－3 において，研磨した供試体の圧縮強度は，直角度が 0.5°を超え
ると直線的に低下している。これに比べ，両端面にアンボンドキャ
ッピングを行った場合，直角度が 0～3°の範囲であれば，直角度が
0.5°以下の供試体とほぼ同程度の値となっている。これは，アンボ
ンドキャッピングに用いるゴムパットが，供試体の傾きによって生
ずる偏心荷重を消去するとともに，加圧面へ比較的均一に圧縮力を
伝達したためと推測される。 
４．両端面アンボンドキャッピングの適用限界 
４．１ 試験方法 

実験に用いた供試体は，全国 10地区の地区本部及び認定共同試験
場に依頼して，φ10cm及びφ12.5cmのものを 1強度条件につき 6本
作製した。実験は，6本中 3本を研磨し，残りの 3本に両端面アンボ
ンドキャッピングを適用し，両者の平均値を比較した。 
４．２ 試験結果 
 両端面アンボンドキャッピング供試体の強度と研磨供試体の強度
との関係を図－4 及び図－5 に示す。図－4 及び図－5 において，両
者が等しいとして描いた直線と実験結果とは良く一致しており，本
実験の結果では，φ10cm 供試体の場合 10～90Ｎ/mm2，φ12.5cm 供
試体の場合 10～80Ｎ/mm2の範囲で両端面にアンボンドキャッピング
が適用できる可能性が示されている。 
 
なお，本実験は全国生コンクリート工業組合連合会の ZKT 専門部

会，認定共同試験場及び組合員の協力を得て行ったものである。こ
こに付記して感謝の意を表します。 
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図－4　研磨供試体の強度とｱﾝﾎﾞ
ﾝﾄﾞ供試体の強度との関係
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図－5　研磨供試体の強度とｱﾝﾎﾞ
ﾝﾄﾞ供試体の強度との関係
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図-3　供試体の直角度の相違が圧縮強度
　　　　に及ぼす影響
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